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私が英検１級を合格した方法 

はじめに 

 

はじめに、この記事は英検 1 級合格を目指す学習者に向けて、語彙力の向上と効果的な単

語の覚え方に焦点を当てています。英検 1級は高度な英語スキルが求められる試験であり、

その中でも語彙力は重要な要素となります。 

 

記事では、連想法と記憶法といった具体的な学習手法を紹介し、これらを活用することで効

果的に単語を覚え、試験での実力向上につなげる方法を提供します。連想法は新しい言葉と

既知の要素を結びつけて覚える手法であり、記憶法は単語を効果的に覚えるための様々な

アプローチを指します。 

 

さらに、成功事例の紹介や一般的な学習者が直面する課題に対する対策も掲載し、読者がこ

れらの学習法を実際の学習に取り入れやすくなるような構成になっています。連想と記憶

法の一貫した適用がもたらす長期的な利点にも焦点を当て、学習者が持続的な成長を達成

する手助けとなるよう工夫されています。 

 

英検１級合格における語彙の重要性 

 

英検 1 級に合格するためには、高い英語力が求められますが、その中でも語彙の習得は極

めて重要です。なぜなら： 

 

リーディング（読解）: 

英検 1 級の試験には、高度な文章や難解なテーマが含まれています。幅広い語彙力がなけ

れば、難解な文章や専門的な単語を理解するのは難しいでしょう。 

 

リスニング（聴解）: 

試験ではネイティブスピーカーの速いスピーチやアクセントの異なる音声が出題されます。

充実した語彙力があれば、これらの聞き取りもスムーズに行えます。 

 

スピーキング（会話）: 

スピーキングセクションでは、自分の意見や経験を豊かな表現で伝える必要があります。バ
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ラエティ豊かな表現ができるためには、幅広い語彙が必要です。 

 

ライティング（文章表現）: 

論文やエッセイを書くスキルも試されます。適切で多様な表現を使いこなすためには、語彙

力が不可欠です。 

 

語彙力は基盤: 

語彙力は言語スキルの基盤となります。しっかりとした語彙の土台があることで、他のスキ

ルを高めることができ、幅広い文脈で適切な表現ができます。 

合格するためには、単なる単語の暗記だけでなく、それを実際の文脈で使いこなす力が求め

られます。日常的な英会話や多読（多くのテキストを読むこと）が、語彙力を向上させる一

助となります。 

 

 

新しい単語を覚える際の学習者の課題 

 

新しい単語を覚える際の学習者の課題はいくつかあります。その中で特に重要ないくつか

を紹介しましょう。 

 

意味の定着: 

単なる単語の意味を覚えるだけでなく、それがどのような文脈で使われるか、どのようなニ

ュアンスを含むかを理解することが課題です。単語を使った実際の文での意味を理解する

ことが重要です。 

 

発音とアクセント: 

英語は発音やアクセントが重要ですが、これが学習者にとって課題となります。特に似たよ

うな発音の単語や、地域ごとのアクセントの違いに注意が必要です。 

 

類義語と対義語: 

似た意味を持つ類義語や反対の意味を持つ対義語を正確に使い分けることは難しい課題で

す。これらの微妙なニュアンスを理解することが必要です。 

 

文脈の理解: 

単語を孤立したものとしてではなく、文脈の中で理解することが大切です。実際の文章や対

話でどのように使われるかを理解することが学習者にとっての難題となります。 
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これらの課題を克服するためには、単なる単語の覚え方ではなく、実際のコミュニケーショ

ンや読解、聴解などで積極的に使っていくことが重要です。また、繰り返しと実践が大切で

あり、単語を使いこなすためのスキルを養うことが課題の解決に繋がります。 

 

 

記憶法 

 

本記事では、英検 1 級における語彙の重要性に焦点を当て、その記憶法という具体的な学

習手法に焦点を当てています。以下はその紹介です。 

 

 

フラッシュカードを使用する: 

言葉を一方に、その定義をもう一方に書いたフラッシュカードを作成してください。定期的

に復習し、知っている単語とそうでないものを分けましょう。 

 

連想 

新しい言葉と馴染みのあるものを結びつけるための連想を作成してください。これにより、

覚えやすくなります。 

 

文脈を活用する: 

文脈で言葉を学ぶ。孤立した単語ではなく、文や段落の中で学ぶことで、言葉の使い方を理

解しやすくなります。 

 

ワードゲームとパズル: 

クロスワードパズル、スクラブル、またはオンラインの語彙クイズなどのワードゲームに参

加してみてください。これらのアクティビティは、学習をよりインタラクティブで楽しいも

のにします。 

 

広範に読む: 

読書はさまざまな文脈で広範な語彙に触れることができます。言葉の使い方に注意を払い、

覚えられない単語を後で勉強するようにしましょう。 

 

個人的な文を作成する: 

新しい言葉を覚えたら、それを自分の文で使ってみてください。これにより理解が深まり、
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言葉の使い方を覚えやすくなります。 

 

語彙アプリを使用する: 

語彙を学び、覚えるために設計された多くのアプリがあります。Quizlet、Anki、Duolingo

などのアプリは、語彙の構築に役立つツールです。 

 

テーマやカテゴリごとに単語をグループ化する: 

単語をテーマやカテゴリに基づいてグループ化してください。これにより単語のつながり

が見え、覚えやすくなります。 

 

定期的な復習: 

長期的な定着のためには、一定の頻度で復習することが不可欠です。毎日または毎週、学習

した単語を復習しましょう。 

 

他の誰かに教える: 

教えることは自分自身の学習を強化する効果的な方法です。友達や家族、または学習パート

ナーに新しい言葉とその意味を説明してみてください。 

 

言葉を日常生活で使用する: 

新しい言葉を積極的に日常会話や文章に取り入れてみてください。使うほど、覚えやすくな

ります。 

 

継続: 

毎日少しずつ学習することが、一度に大量の語彙を詰め込むよりも効果的です。 

 

具体的な利用 

 

上記の記憶法は、新しい言葉を覚えやすくするための心理的なテクニックです。ここでは、

具体的な例を挙げながら、記憶法を使って単語を覚える方法について詳しく説明します。 

 

連想法 (Association): 

連想法は、新しい言葉と既知の要素を結びつけて覚えやすくする手法です。以下はいくつか

の具体的な例です。 

例 1: 単語 "benevolent"（慈悲深い）を覚える場合、"bene" が "benefit"（利益）と似てい

ることに注目し、慈悲深い人は他人に利益をもたらすような存在であるとイメージします。 
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例 2: "ephemeral"（はかない）を覚える場合、"ephemeral" は "femoral"（大腿の）と似て

いるため、大腿の部分は一時的で短命であるとイメージします。 

 

記憶法 (Mnemonics): 

記憶法は、単語や情報を覚えるために特定のパターンやストーリーを使用する手法です。 

例 1: "ubiquitous"（至る所に存在する）を覚える場合、"ubiquitous" は "ubiquity"（普遍

性）と関連しており、何でもありふれているイメージを持ちます。 

例 2: "gregarious"（社交的な）を覚える場合、"gregarious" の最初の音が "group"（グルー

プ）と似ているため、社交的な人はグループで活動することをイメージします。 

 

物語性 (Storytelling): 

言葉を物語に組み込むことで、情報がより脳に定着しやすくなります。 

例: 単語 "voracious"（貪欲な）を覚える場合、"voracious" を "voracious reader"（読書家）

と結びつけ、読書家が本を貪るように読む様子をイメージします。 

 

視覚化 (Visualization): 

言葉をイメージや絵と結びつけることで、脳は視覚的な情報を用いて覚えやすくなります。 

例: "luminous"（明るい）を覚える場合、"luminous" を光り輝くイメージと結びつけ、何か

が輝いている状態を思い浮かべます。 

これらのテクニックを組み合わせて使うことで、単語の覚えやすさが向上します。個々の言

葉に対して自分なりの関連性やイメージを見つけ、それを活用して覚えると良いでしょう。 

 

 

ステップバイステップガイド 

 

ステップ 1: 単語の理解 

新しい単語の意味を確認し、辞書や文脈からその使い方を理解します。 

 

ステップ 2: 連想法の適用 

単語を既知のものと結びつける連想法を考えます。例えば、「ubiquitous」を「ubiquity（普

遍性）」と結びつけ、広く知られているものと関連づけます。 

ステップ 3: 具体的なイメージを作成 

連想法を元に、具体的なイメージを作成します。例えば、「ubiquitous」では地球上に広く

存在するイメージを思い浮かべます。 
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ステップ 4: 記憶法の適用 

イメージングや記憶法を使用して、単語を効果的に記憶します。例えば、「ephemeral」を

「femoral artery（大腿動脈）」と結びつけ、大腿動脈が一瞬で動く様子をイメージします。 

 

ステップ 5: 実際に使用する 

学習した単語を実際の文脈で使ってみます。これにより、単語を使いこなすスキルが向上し、

定着度が増します。 

 

ステップ 6: 定期的な復習 

学習した単語を定期的に復習しましょう。フラッシュカードやアプリを使用して、定着させ

た単語を定期的に確認することが重要です。 

 

ステップ 7: 別の単語に移る 

一つの単語が定着したら、同じ手法を用いて別の単語に取り組みます。徐々に語彙を拡充し

ていきます。 

 

ステップ 8: 創造的な連想を試す 

他の学習者と協力して、創造的な連想法を共有し合います。新しいアイディアや視点を取り

入れ、学習を豊かにします。 

 

ステップ 9: 繰り返しの重要性を理解 

語彙の定着は繰り返しと実践から生まれます。毎日少しずつでも学習を続け、単語を定着さ

せることが大切です。 

 

このステップバイステップガイドを実践することで、新しい単語の覚え方がより効果的に

なり、語彙力が向上します。 

 

 

 

一般的な課題と解決策 

 

これらの手法を使用する際に学習者が直面する一般的な課題にはいくつかあります。これ

らの課題を理解し、適切に対処することが効果的な学習を促進します。 

 

適切な連想の見つけ方: 
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課題: 学習者が適切で効果的な連想を見つけることが難しい場合があります。特に抽象的な

単語や概念に対して具体的でない連想を見つけるのは挑戦的です。 

対策: 複数の連想を試し、自分に合ったものを見つけるために柔軟性を持ちましょう。また、

他の学習者とアイディアを共有することで新しい連想法を発見できるかもしれません。 

 

連想の一貫性の確保: 

課題: 連想が一貫性を欠いたり、覚えにくい場合があります。特に関連性が乏しい連想を見

つけると、単語の覚えやすさが低下します。 

対策: 連想が単語の意味や特性と一致するように注意深く選びましょう。単語に対する連想

が自分にとって意味があるものである限り、一貫性が生まれやすくなります。 

 

記憶法の効果的な構築: 

課題: 記憶法を構築する際、どの方法が最も効果的か迷うことがあります。また、ある単語

にはうまく記憶法を作れても、他の単語には難しい場合があります。 

対策: 複数の記憶法を試し、各単語に合った方法を見つけることが大切です。視覚的な方法

や音声的な方法など、自分の学習スタイルに合ったアプローチを探求してみましょう。 

 

誤った連想の回避: 

課題: 似た意味の単語を誤って連想してしまうことがあります。これによって単語の正確な

意味を混同する可能性があります。 

対策: 注意深く単語の意味を理解し、それに基づいて連想を構築しましょう。似た単語に対

しては特に注意が必要です。必要ならば、実際の文脈で単語を使ってみて確認することも有

益です。 

 

定期的な復習の難しさ: 

課題: 定期的な復習が継続的に難しいと感じることがあります。忙しいスケジュールや他の

学習優先事項がある場合、復習がおろそかになることがあります。 

対策: 学習スケジュールに復習の時間を確保することが重要です。短時間で効果的な復習を

行うために、フラッシュカードやアプリを活用すると便利です。 

 

 

強力な語彙の構築 

 

連想と記憶法を一貫して適用することには、長期的な利点が数多くあります。これらの手法

を習慣化することで、語彙力を強化し、効果的な学習プロセスを確立できます。 
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語彙力の定着と拡充: 

連想と記憶法を一貫して使用することで、単なる暗記だけでなく、単語が持つ意味や文脈と

深く結びつけられます。これにより、覚えた単語が定着し、語彙力が拡充します。 

 

クリエイティブな学習アプローチの確立: 

連想と記憶法は創造的で個性的な学習アプローチを可能にします。これが習慣化されると、

学習がより楽しく、自己表現の手段となります。この創造性は学習意欲を高め、継続的な学

習を後押しします。 

 

言語スキル全体の向上: 

語彙力が向上することで、リーディング、リスニング、スピーキング、ライティングなど、

あらゆる言語スキルが向上します。連想と記憶法が効果的であることは、言語全体に渡る理

解とコミュニケーション能力を高める一助となります。 

 

新しい言葉の素早い習得: 

連想と記憶法が習慣化されると、新しい言葉や概念の習得が素早くなります。関連づけや視

覚的な記憶法を使用することで、新しい情報をより迅速に取り込むことができます。 

 

長期的な記憶の強化: 

連想と記憶法は、情報を長期的な記憶に定着させるのに効果的です。単なる一時的な暗記で

はなく、概念やイメージと結びつけた情報は、より長く脳に留まります。 

 

自己学習のスキルの向上: 

連想と記憶法を継続的に適用することで、自己学習のスキルが向上します。自分で学習方法

を見つけ、適用し、改善する能力が高まります。 

 

試験やコミュニケーションにおける自信の向上: 

長期的な利用によって積み重ねられた語彙力は、試験での自信や実際のコミュニケーショ

ンにおいても自信を与えます。言葉が豊富になることで、意見や考えをより効果的に表現で

きるようになります。 

 

これらの利点は、連想と記憶法を単なる語彙の覚え方ではなく、言語スキルを深化させる手

段として活用することで生まれます。 
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結論 

 

英検 1 級合格における語彙の重要性: 

英検 1 級に合格するためには高い語彙力が不可欠であり、リーディング、リスニング、スピ

ーキング、ライティングなどの各スキルにおいて重要な役割を果たす。 

 

連想と記憶法の効果: 

連想法は新しい単語を既知の要素と結びつけて覚える手法であり、記憶法は単語を効果的

に覚えるためのパターンやストーリーを使用する手法。これらの手法は効果的な学習を促

進する。 

 

連想法の利用方法: 

連想法では単語を既知の概念やイメージと結びつけ、具体的な連想を作成することが重要。

これによって単語の定着度が向上し、効果的な記憶が促進される。 

 

記憶法の活用方法: 

記憶法では様々な手法（頭字語、韻、視覚化など）を使用して単語を覚える。これにより、

単語を覚えやすくし、定着度を高める。 

 

実践的なガイド: 

連想と記憶法の具体的な実践方法を提供。ステップバイステップのガイドを通じて、読者が

これらの手法を理解し、実際の学習に応用できるようにする。 

 

連想と記憶法の一貫した適用の長期的な利点: 

これらの手法を一貫して適用することで、語彙力が定着し、言語スキルが向上する。長期的

な学習の習慣化により、自己学習能力やコミュニケーションスキルの向上が期待できる。 

 

 

最後に 

この本では、英検１級に合格するための秘訣を解説してきました。 

成功への道筋や戦略を共有し、私がたどった道を紹介してきました。 

しかし、この言語の試験を制することは単なる紙の上の文字ではありません。 

実際に行動に移し、熟達度に向けた一歩を踏み出すことが重要です。 
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より具体的なアプローチをお求めなら、包括的な英検 1 級合格コースがあります。 

試験の複雑な側面に深く入り込み、パーソナライズされたアドバイスを受け、 

自信を持って言語力を向上させましょう。 

この本を越えて言語の旅路を進め、成功への鍵を見つけ、言語力の潜在能力を開放しましょ

う。 

 

この変革的な体験に参加しませんか？ 

 

＼期間限定キャンペーン／ 

英検１級エクセレントコース【47 週間完結版】を無料プレゼント！ 

公式 LINE 登録者限定の特典です。 

今すぐ登録して、あなたの合格を現実に！ 

👉 いつまで無料を続けるかは未定です、急いで登録！ 

公式ライン↓ 

https://lin.ee/x9jplLb 

 


